
トラフィック分析コスト

約 80% Down

通信量が激増する時代。

こんなお悩みを抱えていませんか？

●トラフィックの激増で設備投資が追い付かない...

●公平な通信品質をユーザに提供できていない...

● アプリケーション毎に通信品質を可視化したい…

AppQoE× が解決します！

※プロトタイプ



Blog

帯域輻輳時、1ユーザあたりの帯域を平均化させる

ことで特定ユーザによる占有を防ぎ、全体の品質を

均質化することが可能。

AppQoE の機能

公平制御 トラフィック統計保存

ユーザトラフィックをメタデータ化し、バックエン

ドのデータベースにリアルタイムで保存。蓄積デー

タには、難読化されたユーザ情報やアプリケーショ

ン単位の遅延やジッタ、ドロップ率などが含まれ、

様々な条件で統計分析することが可能。

通信品質の可視化

xFlow等、5-tuple分析では困難な通信カテゴリ/

アプリケーション単位での通信品質可視化が可能。

メーカー提供のシグネチャは高頻度(最小1週間)で

更新され、シグネチャが存在しない場合は独自に定

義することも可能。

総量規制

データ課金連携

ユーザ情報(CAF番号やユーザ名、電話番号等)と

IPアドレスを紐付け、一定期間の通信量が閾値

を超えた際に速度異性を適用することが可能。

ユーザ情報とIPアドレスを紐付け、通信量のカウ

ントやアクセス履歴の記録、帯域の割り当て、制

御を動的に行うことが可能。ユーザ情報は難読化

されるため、プライバシー保護を保ったままデー

タの利活用が可能。
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Ranger-Systemsのエンジニアによる

通信技術のブログを連載中！

ブログやニュース情報を定期的に配信中。

フォローお願いします！

https://www.ranger-systems.co.jp/ranger-blog/archives/category/product/sandvine
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